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　本章では，ワンチップARMマイコンの開発環境を
紹介します．200億個以上も出荷され，世界中で使わ
れていることからも容易に想像できるように，ARM
マイコンの開発環境はとても充実しています．本特集
では，開発対象のマイコン基板をターゲット，ターゲ
ットで使われているマイコン（ソフトウェアを開発す
る対象のマイコン）をターゲット・マイコンと呼びます．

プログラム開発方法のコモンセンス

● コモンセンス1…開発の方法は一般的なワンチッ
プ・マイコンと同じ
　図1に示すように，ARMマイコンの開発の方法は
一般的なワンチップ・マイコンとほぼ同じです．プロ
グラムの開発にはパソコンを使い，パソコンには開発
用のソフトウェアをインストールして，ターゲット・
マイコン上で動作するソフトウェアの開発を行います．
　開発したソフトウェアは，JTAGエミュレータを使
ってターゲット・マイコンに書き込み，デバッグしま
す．JTAGエミュレータもたくさん市販されています
（Appendix C）．

● コモンセンス2…開発ソフトの種類がものすごく
多い
　ARMマイコンの開発環境の特徴は，開発用ソフト

ウェアの種類が圧倒的に多い点です．一般的にワンチ
ップ・マイコンの開発用ソフトウェア類を提供するの
は，多くても数社～数十社程度です．しかしARMの
場合は，会社数が多すぎてARM自身も把握できてい
ないようです．ARMの運営するコミュニティ（コネ
クティッド・コミュニティ）には，世界中の700社以
上が登録しています．
　表1（p.82）に示すのは，NXPセミコンダクターズが
把握している自社マイコン向けの開発用ソフトウェ
ア・パッケージの一覧です．これだけで全部で27種
類あります．これ以外にもまだあるはずです．

● コモンセンス3…商用の開発に無償のソフトも使
える
　表1に示すNXPセミコンダクターズの開発環境ソ
フトウェア・パッケージの一覧を見ると，IDEの欄に
Eclipse－basedと書いてあったり，コンパイラやデバ
ッガの欄にGNUと書いてあったりします．これらは
いずれも，無償の開発用ソフトウェア（オープン・ソ
ース）です．オープン・ソースとは，ソース・コード
が無償で公開されているソフトウェアのことです．
▶有名な統合開発環境 Eclipse
　Eclipse（図2）は，IBM社とObject Technology Inter 
nationalという団体の共同プロジェクトの成果である
ソフトウェア開発環境です．Eclipseはオープン・ソ
ースであり，誰でも無償で入手して使うことができま
す．次のような特徴があります．
•Linux，MacなどさまざまなOS上で動く
　開発環境自体がJavaで記述されているので，さま
ざまなOS上で動作します．
•Java言語以外のプログラミング言語にも対応して
いる
　Java専用の開発環境ではなく，C/C＋＋，Fortran，
COBOLなどさまざまな言語に対応しています．さら
に，対応する言語自体を次に説明するプラグインによ
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ARMマイコンの開発方法は，ほかのワンチップ・マイコンと変わりありませ
ん．違うのはその種類が膨大なことです．無償版もたくさんあり，選り取りみ
どりです．
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図1　ARMマイコンの開発方法
一般的なワンチップ・マイコンと変わらない
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